
2015

こんなことが出来ます！
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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

　世界のトイレ難民の人口が２５億人と国連の発表が
ありました。水害など災害時での疫病（赤痢など）が多
発している。災害時のトイレに困っているのを目に
している。水を必要としないトイレを開発し、設置場所
を選ばないトイレを目指したもの。
　コストダウンを図り、トイレ難民を減らしたい。

①エンドレスコンベアーとスキージにより、付着した、し尿を掻き取るため、便槽は絶えず清潔（洗浄が不要）。
②回収したし尿は乾燥処理し、乾燥したし尿は１回/月の交換（１０人/日用のトイレ）。
③大便は乾燥し肥料に。尿はそのまま液肥として散布（１００人～１２０人/日用のトイレ）。
④２４時間屋外排気により、ニオイの発生無し。
⑤紫外線ランプにより、滅菌可能。

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

無水式乾燥し尿トイレ

ライセンス情報

１）開放特許情報DB番号／L2025000776
２）特許番号／特許第5893514号
　  特許取得済：米国、韓国、中国、台湾、インド
３）公開番号／特開２０１３－２５５５９５
４）出願番号／特願２０１２－１３２２２３
５）出 願 日／２０１２．６．１１
６）発明の名称／「無水トイレ及び仮設トイレ」
７）特許権者／有限会社アースウェイ
８）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
９）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 □有 ■無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 □有　□試作 □実験 ■無
）事業化実績 □有 ■無
）実施権許諾実績 □有 ■無

商業電源および下水道施設不要！
【解決したポイント】

①洗浄水が不要のため、下水道のインフラ整備不要。
②商業電源がない所でも設置可能。（過疎、山間
地、キャンプ場、催事現場、災害時、建築現場）
③洗浄水不要のため、飛行機、電車、長距離バス、
船舶等に搭載時の大幅な燃費改善。
④在宅介護などのニオイが無く、し尿の乾燥が可
能で、取扱いは衛生的。
⑤２４時間屋外に排気するため、ニオイの発生無し。
⑥し尿の肥料化が可能。

【従来の問題点】
①洗浄水が必要。
②下水道のインフラの整備が必要。
③合併浄化槽が必要。
④し尿をタンクに貯め、満杯になったら交換する必
要があり、そのタンク内の汚物回収や、清掃が
必要。
⑤ニオイが発生する。

排気ファン
24時間運転

ホース接続により
屋外へ排気

乾燥ドラム

掻き落としスキージ

加熱ヒーター
100℃～130℃

取り出し
尿・髪・乾燥物容器

市販の電気温水洗浄便座  取付可能

空気・蒸気の流れ

尿・紙

空気・蒸気の流れ

尿蒸発

モーター 加熱ヒーター
100℃～130℃

便器内底後方
エンドレスベルトコンベアー

尿回収容器

便座

前面壁エンドレス
ベルトコンベアー

掻き落としスキージ
（図示していない）

屎尿分離装置

空気吸入口あり
（図示していない）

交換時取り出し

紫外線ランプ

無水式乾燥屎尿トイレ（横面図）
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不動産屋さんがつくったクリアーケース
（小物整理用袋体「KeyP（キープ）」）

2020

こんなことが出来ます！
鍵を収納すると共にその情報も収納できます。

47

技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】
　袋体に、鍵を収納する内部の収納部と、関連す
る情報を収納する外部の収納部とを形成すると共
に、複数の袋体をバインダーに綴じ込める綴じ部
を同時に形成した。

【従来の問題点】
　不動産の管理を行う人が複数の鍵を管理する
場合、収納する鍵は同じような形状のため、収納す
る袋体に仕切りを設けて相互移動しないようにし
ていても、どの鍵を取り出せばよいかわからな
かった。袋体が複数になるとさらに混乱していた。

１）開放特許情報DB番号／L２０１９００２１９９
２）特許番号／特許第５３９１３５７号
３）公開番号／特開2014－234206
４）出願番号／特願2013－116592
５）出 願 日／２０１３．６．３
６）発明の名称／「小物整理用袋体」
７）特許権者／株式会社へいわ
８）代表発明者／菅原　伸育
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 ■有　□試作 □実験 □無
）事業化実績 ■有 □無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　外部と内部の同じ位置に仕切りを設けたクリアーケース「ＫｅｙＰ（キープ）」です。高い辺の２枚のフィル
ムと低い辺の１枚のフィルムを、下端縁部と左右端縁部を揃えてセットし、それら３辺を熱溶着で閉塞し、さ
らに下端縁部に平行に底壁用仕切り壁と、左右端縁部と平行に複数の側壁用仕切り壁を熱溶着で形成し
ます。下端縁部と底壁用仕切り壁で綴じ部が形成されます。上端にはファスナーを取り付けます。綴じ部に
は綴じ込み用穴を開けます。

左右端縁部 左右端縁部

側壁用仕切り壁 ファスナー

下端縁部綴じ部 底壁用仕切り壁

　不動産管理における鍵の整理のために作成
しました。鍵の収納位置に対応した位置に鍵に
関する記録として名刺や写真やメモが保管で
きるため便利です。複数の「ＫｅｙＰ（キープ）」を
Ａ５バインダーに綴じ込めることもできます。
病院の診察券や処方箋の保管にも使えます。
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